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最近２年間に御紹介頂いた症例
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0-9 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代

◆ 眼科以外医療機関からの紹介が

約４割

◆ 163症例中120症例（73.6％）が

60-80歳代（0-96歳）



当院眼科を受診、御紹介された理由
（163症例）

症状あり精査依頼

47%

経過観察依頼

19%

糖尿病眼合併症

精査依頼

16%

人間ドック、全身疾患に伴う

眼合併症有無精査依頼

10%

紹介元医療機関入院中の精査依頼、定期検査依頼

8%



経過観察、異常所見なし

58%

手術、レーザー治療、

硝子体注射

20%

点眼加療（緑内障、ドライ

アイ、ぶどう膜炎など）

17%

来院中断（体調不良、転勤、連絡なしなど）

5%



当院眼科で観血的治療を行った症例
30症例 47眼

• 白内障手術 19症例 32眼

• 硝子体手術 2症例 3眼

• 翼状片手術 1症例 1眼

• 後発白内障に対するレーザー切開術

5症例 6眼

• 網膜光凝固術

糖尿病網膜症 2症例 2眼

網膜静脈分枝閉塞症 1症例 1眼

• 硝子体注射

糖尿病黄斑症 2症例 2眼

＊重複治療症例あり



補足

2015（H27）
年度

2016（H28）
年度

2017（H29）
年度

2018（H30）
年度

手術実績総件数 201 331 404 456
水晶体再建術（眼内レンズ挿入する場合） 175 300 365 425
硝子体茎顕微鏡下離断術（水晶体再建術併施症例
含む）

15 24 20 14

（内訳）
網膜前膜 9 16 14 11

増殖糖尿病網膜症 4 2 2

糖尿病黄斑症 5
加齢黄斑変性症 1 1

黄斑円孔 1 1
裂孔原性網膜剥離 1 1 1
硝子体黄斑牽引 1

硝子体混濁（水晶体融解） 1
網膜静脈分枝閉塞症 1

翼状片手術 8 7 17 16
その他 3 0 2 1
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当院眼科で治療できなかった症例

年齢 性別 診断 内容

7◆歳 男性 血管新生緑内障 難治で複数回の手術を必要
とする可能性が高いと判断

7◆歳 女性 陳旧性網膜剥離 腹臥位が困難、初回術式の
判断と手術依頼

6◆歳 男性 接触性皮膚炎 原因不明
かかりつけ医療機関からの
紹介

＊難治性眼疾患や原因が特定されず治療困難な症例に

関しては、鹿児島大学病院へ紹介転院



結果のまとめ

◆ 最近２年間に当院眼科を紹介受診した症例は438名で、

約４割は眼科以外医療機関からの紹介であった。

◆ 眼科以外医療機関からの紹介となった163症例のうち

当院眼科で観血的治療を行った症例は30症例（20％）

であった。

◆ 当院での治療が難しいと判断し、他医療機関に治療を

依頼紹介した症例は３症例であった。



最後に

◆平素から当院眼科へ貴重な症例を御紹介下さり

誠に有難うございます。

◆ 当院眼科では入院して手術加療を必要とする

眼疾患、入院治療を希望される方に対応可能。

◆ なるべく地元で治療できるよう努めていきた

いと思っておりますので、今後ともよろしく

お願い申し上げます。


